
本研究は、既 にチンパ ンジーで使用実績のある トラックボール をもとに、力触覚の提示が可能な装置を開発 し、

これを用いてチンパ ンジーによる認知実験 を行 うことを 目的とした。特に力触覚の弁別や協調作業について比較認

知科学の観点から考察す る。今年度は力触覚の弁別実験の遂行のための訓練を開始 した。は じめに、 トラックボー

ル を通 じて操作する画面上のカー ソル を、静止するターゲ ッ トに合わせるタスクを行った。なお、 トラックボール

の操作においては、力覚フィー ドバ ックが提示 されている。現在は、次のステップとして、カー ソル を動 くターゲ

ッ トに合 わせ、追従す る実験を行 ってい る。なお、これまでに6名 のチンパンジーが、この力覚フィー ドバ ック付

き トラックボールを用いてカー ソルをターゲ ッ トに合わせることができた。最終的には、弁別実験を拡張 し、力触

覚 を含む作業の遂行や二個体のチンパ ンジーの協調作業 についての実験を行 う予定である。

B-40マ ダ ガ スカ ル産 稀少 原猿 類 の遺伝 的 管理 法 の確 立

宗 近功((財)進 化 生物 学研 究所)所 内対応 者:田 中洋 之

マ ダガ スカル 産原 猿 のな かで も、特 に絶 滅 が危 惧 され て い るEulemurmacacoとVareciarubsを 対 象 として遺伝

子 マー カー を使 った血統 管理 法 を確 立 す るた め、 国内 で飼 育 され て い る個 体群(吻rεc∫ αr〃加α14個 体 、VaNeciau

variegate5個 体 、陥君8c'α照 ρ3個 体 、Eulemurmacaco50個 体)か ら 口内細 胞 を採取 し、DNAサ ン プル を調 整 した。

これ まで の共 同利 用研 究 で確 立 したmicrosatellite遺 伝 子座位 につ いてMultiplex法 で 分析 を行 った。 ま た、新 しく

遺伝 的 管理 に使 える遺伝 子座 を求 め て、 吻 εdαF〃わ7αにおい て51HDZ247、598、646、833、985遺 伝 子座 を増幅 す

るプ ライマ ー を試 み た ところ、833の 増 幅が不 安 定で あ ったが 、247、598、646、998の4遺 伝 子座位 に多型 が み ら

れ 、有効 で在 る事 が判 明 した。hareciaで は 、EulemuNfulvus用 に 開発 され たEfrO9とEulemurmongoza用 に 開発 され

たEm9の2つ の プ ライ マ ーが有 効 で あ る事 が判 明 した。分析 の結 果 、Vareciarubsの 飼 育個 体群 に 、父親 が間違 っ

て登録 され て い る個 体 が明 らか にな り、この様 な結果 か ら、血 統登録 に遺伝 子マ ー カー を使 う管理 法 の必要性 を痛

感 した。

B-41霊 長類の光感覚システムに関わるタンパ ク質の解析

小島大輔,森 卓,鳥 居雅樹(東 京大 ・院理 ・生物化学)所 内対応者:今 井啓雄

脊椎動物において、視物質 とは似 て非なる光受容蛋 白質(非 視覚型オプシン)が 数多 く同定 されている。私共は

最近、非視覚型オプシンの一つOPN5が マウスの網膜高次ニューロンや網膜外組織(脳 や外耳)に 発現すること、

さらにマ ウスや ヒ トのOPN5がUV感 受性 の光受容蛋 白質であることを見出した。[Kojimaetal.(2011)PLoSONE,6,

e26388]こ のことから、従来UV感 覚がない とされていた霊長類 にも、UV感 受性の光シグナル経路が存在するこ

とが示唆 された。そ こで本研究では、OPN5を 介 した光受容が霊長類において どの ような生理的役割を担 うのかを

推定す るため、霊長類 にお けるOPN5の 発現部位の同定を試みている。これまでに、放血 もしくは灌流固定 したサ

ル個体の組織(眼 球 ・外耳な ど)よ り固定標本 を作製 した。この うち、眼球 より作製 した組織切片 に対 してマ ウス

OPN5抗 体を反応 させた ところ、一部の細胞 に陽性シグナルが検出されたが、マウス眼球の場合 とは異なる組織内

局在を示 した。一方 このマ ウスOPN5抗 体は、 ヒ ト胚 由来の培養細胞(HEK293)に 内在す る非OPN5タ ンパク質

に対 しても、強い交差反応 を示す ことがわかった。この抗体を用いたOPN5発 現細胞の同定は霊長類試料において

は困難であると考えられ るため、新たなOPN5抗 体の作製 と、mRNAレ ベルでの発現解析 を検討 している。

B-42日 本 で野生化 したタイ ワンザル と台湾在来種の比較研究

蘇秀慧(台 湾國立屏東科技大學 ・野生動物保育研究所)佐 伯真美(野 生動物保護管理事務所)所 内対応者:川 本

芳

台湾か ら輸出され、 日本 で野生化 したタイワンザル(Macacacyclopis)は 、青森県野辺地 と和歌 山県大池で在来

のニホンザル と交雑 したことが確認 されている。また、東京都伊豆大島ではニホンザルのいない環境 で野生化 した

タイワンザルが全島に分布す ることが報告 されている。日本 で野生化 したタイワンザル と台湾在来のタイワンザル

の生物学的特徴 を比べることを目的に、今年度の研究では、まず出自の問題 を調べるため、 ミ トコン ドリアDNA

(mtDNA)の 配列 を解読 し、遺伝 的特徴 を解析 した。また、伊豆大島を訪れ、環境やサルの分布状況を観察 し、

台湾 との環境の相違 を検討す る基礎資料を得た。

台湾の4地 域(北 部、中部、南西部、南東部)で 得た糞試料か らDNAを 抽出 し、mtDNAの 非コー ド領域 にある

第2可 変域の部分配列 を解読 した。青森、和歌山、伊豆大島のタイ ワンザルの配列 と比較 した ところ、mtDNAか

ら判断 して、 日本で野生化 したサルはそれぞれ出自が異な り、台湾本島の中部域が和歌山に、南部域(南 東部、南

西部の区別は明瞭にはつかない)が 下北 と伊豆大島に関係す る、との示唆 を得た。

対応者 が開発 した糞DNA分 析方法は既存のもの と異なる。野外で採取す る糞試料の遺伝子分析に効果的な方法

が習得できたので、今後 さらに別の遺伝標識 についても台湾で野生のサルたちを調査する道が開けた。この方法 を

台湾での調査に今後応用する研究計画 を対応者 と検討 し、日本に持 ち込まれたタイワンザル と遺伝的お よび生態的

特徴を比較する計画についても議論 した。

B-43サ ル の匂いに対する先天的な恐怖反応 の解析

小早川令子,小 早川高,伊 早坂智子,辻 光義(大 阪バイオ ・神経機能学)所 内対応者:中 村克樹

私たちはマ ウスに先天的な恐怖反応 を誘発す る嗅覚神経回路の機能に着 目し、既知の匂い分子よ り強力に先天的

な恐怖反応を誘発す る人工物 由来の匂い分子を発 見 した。この匂い分子を用いて先天的な恐怖 と後天的な恐怖 とで

は異なる生理応答を伴 うことを初めて発見 した。本計画では、マ ウスに対 して先天的な恐怖反応 を誘発する匂い分
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子や恐怖 を緩和する匂 い分子の効果 がサルに対 しても保存 されている可能性 を検証することを目的 とした。本年度

は匂い分子の化学合成 とマ ウスを用 いたスクリーニングを進め、先天的な恐怖情動を誘発する匂 い分子の レパー ト

リーを増加 させた。匂い分子の効果は動物種によって異なるので、サルに対 して最適な匂い分子を発見できる可能

性が高 くなった。また、匂い分子 による先天的な恐怖を緩和する作用 のある匂い分子を発見 した。これ らの匂い分

子のサルに対す る効果 を検証する。先天的と後天的な恐怖 に伴 う生理指標の変化の解析 を進めた。その結果、先天

的な恐怖でのみ体表面温度 と体深部温度の同時低下や心拍数の急減が誘発 され ることを解 明した。また、先天的な

恐怖 では脳波などの生理指標にも変化が見 られ ることを解 明した。これ らの生理指標の中でサル において計測 しや

すい指標 を選択 して計測する。

B-44ネ パール ヒマラヤにおける霊長類 の地域分化 に関する研究

ムケシュKチ ャリセ(ト リブバ ン大 ・動物学科)所 内対応者:川 本芳

ネパールには低地か ら山岳地帯までの さまざまな環境にアッサムモ ンキー(Macacaassamensis)、 アカゲザル(-M.

mulatta)、 グレイ ラングール(Semnopithecusentellus:別 名ハヌマンラングール)が 広 く分布する。 しか し、その分

類、分布、地域分化に関す る体系的な遺伝学調査は皆無に等 しい。そこで、本研究ではイ ン ド東北部 ヒマラヤ山岳

地帯で報告 された新種 アルナーチ ャルマカク ーMmunzalaと の関係が問題視 され るア ッサムモ ンキー と、亜種分類

で論争が続 くグレイ ラングール を対象に、糞試料からのDNA分 析法を検討 した。

糞分析法 を試験す るため、ネパール国内の生息地3地 点で採取 したア ッサムモンキーの試料11検 体を材料に、

DNA抽 出法、mtDNA塩 基配列の解読法を検討 した。また、グレイ ラングールの糞試料 についても同様の方法で分

析が可能か試験 した。 この結果、ア ッサムモンキーでは安定 して配列データを得る実験条件が確立でき、非 コー ド

領域 の第1可 変域約580塩 基、ならびに16SrRNAコ ー ド領域の約400塩 基が解読できた。そ こで、他地域のアッ

サムモ ンキーやsinica種 グループに属す る別種 と比較 し、予備的に分子系統を解析 した。この結果、調査 したネパ
ール の試料はブータンのア ッサムモンキー(M .a.pelops)や アルナーチャルマカクとクラスターを作 り、イ ン ドシ

ナを中心に分布するア ッサムモンキーの別亜種 一M.a.a∬amensisと 区別できた。一方、グレイ ラングール の分析で

は、PCRの 際のプライマーが不適で改良の必要が判明 した。

B-45RNAを 基 点 と した霊長 類 のエ ピジ ェネ テ ィ クス

今村 拓也(京 都 大 ・院 ・理)所 内対応 者:大 石高 生

本 課題 は、 ほ乳類脳 のエ ピゲ ノム形成 に関 わ るnon-codingRNA(ncRNA)制 御 メカ ニ ズム とそ の種 問多様性 を明

らか にす る こ とを 目的 としてい る。 本年 度 は以 下 の4点 につ い て明 らか に した:1)ヒ ト、チ ンパ ンジー 、マカ ク

ザ ル 、マ ウス、 ブ タ にお け るプ ロモ ー ターへ の 偽遺 伝 子挿 入頻 度 が種 間で 異 な る(バ イオ イ ンフォ マテ ィク ス解

析)、2)固 定 した挿 入配 列 か らはRNA転 写 が コー ド遺伝 子 に対 しア ンチセ ンス方 向に起 こる(前 年 度 ま での プ ロ

モ ー ター ア レイの結 果 をイ ル ミナ社 次世 代 シー クエ ンス解 析 によ り精 度 を高 め て検定)、3)挿 入 配 列 自体 はプ ロ

モ ー ター/エ ンハ ンサー と して 、DNAメ チ ル化 した挿入 配列 はサイ レンサー と して機能 し うる(各 種 動物 細胞 レポ

ー ター ア ッセイ)
、4)挿 入 配列 由来promoter-associatedncRNA(pancRNA)とDNAグ リ コシ ラーゼ の強制 発 現 に よ

り、挿 入配 列 を配 列特 異 的 に脱 メチル 化/遺 伝 子オ ンにで き る(試 験管 内メチ ル化 ア ッセ イ)。 以 上 よ り、偽 遺伝

子 由来 配列 が遺伝 子制 御領 域 に種 特異 的 に挿 入 され るこ とで、種 特異 的pancRNAが 獲 得 され 、配列 特異 的DNAメ

チ ル 化 パ ター ン形成 を介 して、種 特異 的遺伝 子発 現 スイ ッチ の獲 得 に至 る こ とが考 え られ た。
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B-46ニ ホンザル集 団およびアカゲザル集団からの運動学的データの収集

日暮泰男(大 阪大 ・院 ・人間科学)所 内対応者:平 崎鋭矢

研究の 目的は霊長類 の四足歩行時におけるフッ トフォール ・パ ター ン(1歩 行周期の中で、左右の前肢 と後肢が

支持基体に着 く順番)に 影響す る要因を把握す ることであった。 この 目的で、京都大学霊長類研究所で集 団飼育 さ

れているニホンザル とアカゲザルを対象 に、場外 の観察台から2種 の四足歩行 をビデオ撮影 し、そのフッ トフォ
ール ・パ ターンを調べる とともに、支持基体の形状や傾斜、身体サイズ、他個体の運搬 の有無 と運搬方法 とい っ

た他 の変数 との関連 を分析 した。放飼場 によって場 内の構造物が異なった こともあ り、撮影 した歩行 の多 くがニ

ホンザルは地上でのもの、アカゲザルは樹上環境 を模 した構造物上でのものであった。先行研究の とお り、2種 の

フッ トフォール ・パ ターンは、後肢の次 に対側の前肢が支持基体 に着 く前方交叉型がほ とん どだった。後肢 の次

に同側の前肢が着 く後方交叉型のパ ター ンが1歩 行周期つづいた例は今回は見られなかったが、下 り傾斜の移動

時、段差 を乗 りこえる時、または移動 を止める直前 などにこのパ ターンを部分的にふ くむ歩行 が観 察 されること
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